株式売買価格決定申立書（Word形式の雛形）
弁護士法人Ｍ＆Ａ総合法律事務所
書式をお使いになる前に
本ページの書式は、一般的な場面を想定した雛形です。定款の定め、株券発行会社であるか否か、相手方とのこれまでのやり取り等によって、記載すべき事項や適切な表現は変わりますので、実際にお使いになる場合は、個別の事案に応じた修正が必要です。書式のご利用は、ご自身の責任においてお願いします。期限が迫っている場合や、相手方と争いがある場合は、差し出す前に弁護士にご相談ください。
このファイルに収めた書式
1　株式の売買価格の決定の申立書の書式　空欄の形（会社が買い取る場合）
2　株式の売買価格の決定の申立書の書式　記入例（指定買取人が買い取る場合の申立ての趣旨と原因）
使い方
・書式は1頁に1つずつ収めています。お使いになる書式の頁だけを残し、ほかの頁（この頁を含みます）は削除してください。
・各頁の冒頭の灰色の小さな見出しは、書式の名称を示すためのものです。お使いになる際は削除してください。
・下線を引いた箇所（〔　〕の中、日付の空欄）に、事案に応じた内容を記入してください。
・「記入例」の会社名・氏名・住所・日付・株式の数等は、説明のための仮のものです。
・書式の内容と書き方・期限の数え方は、次のウェブページで説明しています。
会社の示した株式の買取価格に納得できないとき　20日以内に出す売買価格の決定の申立書の書式
https://www.malaw.jp/archives/share-price-determination-petition-form/


株式の売買価格の決定の申立書の書式　空欄の形（会社が買い取る場合）
株式売買価格決定申立書
令和　　年　　月　　日
〔　　〕地方裁判所　民事部　御中
申立人　〔氏名〕
〒〔　　　〕〔住所〕
申立人　〔氏名〕
（送達場所・電話番号　〔　　　〕）
〒〔　　　〕〔本店の所在地〕
相手方　株式会社〔　　　　〕
上記代表者代表取締役　〔　　　　〕
申立ての趣旨
申立人が相手方に対して令和　　年　　月　　日にした譲渡等承認請求に係る相手方の〔普通株式〕〔　　〕株の売買価格の決定を求める。
申立ての原因
1　相手方は、その発行する全部の株式の内容として譲渡による株式の取得について相手方の承認を要する旨を定款で定める株式会社である。
2　申立人は、相手方の〔普通株式〕〔　　〕株を有する株主である。
3　申立人は、令和　　年　　月　　日、相手方に対し、上記株式を〔譲受人の氏名〕に譲り渡すことの承認を請求し、あわせて、相手方が承認をしない場合には相手方又は指定買取人が上記株式を買い取ることを請求した（会社法第136条、第138条第1号ハ）。
4　相手方は、令和　　年　　月　　日、承認をしない旨を決定して申立人に通知し、同年　　月　　日、会社法第141条第1項に基づき、上記株式を買い取る旨及び買い取る株式の数を申立人に通知した。
5　申立人と相手方との間で売買価格の協議が調わないため、会社法第144条第2項に基づき、本申立てをする。
証拠方法
甲第1号証　相手方の登記事項証明書
甲第2号証　相手方の定款の写し
甲第3号証　株式譲渡承認請求書の写し及び配達証明書
甲第4号証　承認をしない旨の通知書の写し
甲第5号証　買取りの通知書及び供託を証する書面の写し
附属書類
1　申立書の写し　〔　〕通
2　甲号証の写し　各〔　〕通
3　資格証明書（相手方の登記事項証明書）　1通
以上


株式の売買価格の決定の申立書の書式　記入例（指定買取人が買い取る場合の申立ての趣旨と原因）
当事者
申立人　甲野　一郎（東京都〇〇区〇〇1丁目2番3号）
相手方　乙山　二郎（東京都〇〇区〇〇7丁目8番9号。株式会社〇〇〇〇の指定買取人）
申立ての趣旨
申立人が株式会社〇〇〇〇に対して令和8年12月1日にした譲渡等承認請求に係る同社の普通株式1,000株について、相手方が同月18日に会社法第142条第1項に基づき通知した買取りの売買価格の決定を求める。
申立ての原因（要旨）
1　株式会社〇〇〇〇は、令和8年12月10日、承認をしない旨を決定して申立人に通知し、同日、相手方を指定買取人として指定した。
2　相手方は、令和8年12月18日、指定を受けた旨及び買い取る株式の数を申立人に通知し、供託を証する書面を交付した（会社法第142条第1項・第2項）。
3　売買価格の協議が調わないため、会社法第144条第7項において準用する同条第2項に基づき、本申立てをする。
